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多摩市民の森（遊々の森）で間伐作業を体験
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［
企
画
調
整
室
・
販
売
課
］
管
内
各
県
に
お
け

る
民
有
林
施
策
と
の
連
携
強
化
や
経
営
体
質
の

強
い
林
業
事
業
体
の
育
成
・
強
化
に
資
す
る
こ

と
を
目
的
に
、
林
政
協
議
会
等
及
び
林
業
事
業

体
育
成
協
議
会
を
五
月
二
十
日
か
ら
六
月

二
十
九
日
に
か
け
て
開
催
し
ま
し
た
。

　

林
政
協
議
会
等
に
お
い
て
局
か
ら
は
平
成

二
十
二
年
度
事
業
概
要
や
事
業
量
、
流
域
管
理

推
進
ア
ク
シ
ョ
ン
プ
ロ
グ
ラ
ム
な
ど
の
取
組
の

説
明
や
森
林
施
業
の
共
同
団
地
化
等
に
よ
る
森

林
整
備
の
推
進
な
ど
民
有
林
と
国
有
林
と
の
一

層
の
連
携
に
つ
い
て
呼
び
か
け
を
行
い
ま
し

た
。
ま
た
、
各
県
か
ら
も
同
様
に
事
業
量
等
、

本
年
度
の
取
組
が
紹
介
さ
れ
る
と
と
も
に
、
そ

れ
ぞ
れ
特
色
あ
る
取
組
等
に
つ
い
て
説
明
が
あ

り
ま
し
た
。

　

林
業
事
業
体
育
成
協
議
会
で
は
、
林
業
事
業

体
の
育
成
に
関
す
る
施
策
や
そ
の
活
用
、
機
械

化
に
係
る
情
報
提
供
、
間
伐
の
推
進
、
低
コ
ス

ト
・
高
効
率
作
業
シ
ス
テ
ム
の
推
進
・
普
及
を

民
国
連
携
し
て
推
進
す
る
こ
と
、
事
業
の
安
定

的
な
発
注
、
安
全
衛
生
対
策
の
取
組
等
に
つ
い

て
情
報
交
換
を
行
い
ま
し
た
。

　

木
材
の
安
定
供
給
や
野
生
鳥
獣
被
害
の
防
止

な
ど
民
有
林
・
国
有
林
そ
れ
ぞ
れ
だ
け
で
は
解

決
で
き
な
い
課
題
が
顕
在
化
し
て
お
り
、
こ
う

し
た
課
題
に
積
極
的
に
取
り
組
ん
で
い
く
に
は

民
有
林
と
こ
れ
ま
で
以
上
に
連
携
を
図
り
つ

つ
、
森
林
・
林
業
を
巡
る
情
勢
の
把
握
や
課

題
、
施
策
の
方
向
性
等
に
つ
い
て
共
通
認
識
を

持
つ
こ
と
が
重
要
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
開
催
方

法
の
見
直
し
な
ど
を
含
め
民
有
林
施
策
と
の
連

携
を
よ
り
強
化
し
て
い
く
こ
と
と
し
ま
し
た
。

 

［
国
有
林
野
管
理
課
］
七
月
九
日
、
中
部
森
林

管
理
局
大
会
議
室
に
お
い
て
、
平
成
二
十
二
年

度
「
高
山
植
物
等
保
護
対
策
協
議
会
」（
高
植

協
）
の
総
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

高
植
協
は
、
長
野
県
内
の
国
有
林
並
び
に
民

有
林
に
お
け
る
高
山
植
物
等
の
保
護
と
地
域
内

の
美
化
を
目
的
に
、
中
部
森
林
管
理
局
、
環
境

省
、
長
野
県
の
行
政
機
関
や
報
道
、
交
通
、
教

育
、
観
光
、
山
岳
等
の
関
係
団
体
で
構
成
さ
れ

て
い
ま
す
。

　

総
会
に
は
、
長
野
県
山
岳
協
会
や
長
野
県
自

然
保
護
連
盟
な
ど
二
十
四
名
が
出
席
し
、
長
野

自
然
環
境
事
務
所
長
の
挨
拶
に
続
き
、
平
成

二
十
一
年
度
事
業
、
会
計
の
報
告
及
び
平
成

二
十
二
年
度
事
業
計
画
、
予
算
案
を
提
案
し
審

議
し
ま
し
た
。

　

五
地
区
の
協
議
会
か
ら
の
報
告
で
は
、
平
成

二
十
一
年
度
の
国
立
公
園
等
へ
の
入
り
込
み
者

数
は
前
年
比
百
一
㌫
の
一
万
六
千
四
百
十
二
人

で
し
た
。
違
反
に
対
す
る
指
導
件
数
は
、
高
山

植
物
無
許
可
採
取
、
摘
み
取
り
、
踏
み
荒
ら
し

等
、
千
四
百
四
十
四
件
と
昨
年
比
六
十
五
㌫

で
、
大
幅
な
減
少
と
な
り
ま
し
た
。
こ
れ
は
、

悪
天
候
が
続
い
た
影
響
も
あ
り
ま
す
が
、
長
年

の
地
道
な
活
動
の
成
果
で
、
登
山
者
の
高
山
植

物
に
対
す
る
保
護
意
識
が
高
ま
っ
た
結
果
で
も

あ
り
ま
す
。

　

近
年
、
外
国
人
登
山
者
の
増
加
に
伴
い
、
外

国
人
登
山
者
に
よ
る
植
物
の
踏
み
荒
ら
し
、
立

入
禁
止
区
域
へ
の
侵
入
等
が
増
え
て
お
り
指
導

員
も
対
応
に
苦
慮
し
て
い
る
と
の
報
告
も
あ

り
、
今
後
は
外
国
人
登
山
者
に
対
す
る
効
果
的

な
保
護
啓
発
活
動
を
実
施
し
て
い
き
ま
す
。

　

ま
た
南
ア
ル
プ
ス
を
始
め
各
地
に
お
い
て
ニ

ホ
ン
ジ
カ
、
イ
ノ
シ
シ
、
ニ
ホ
ン
ザ
ル
に
よ
る

食
害
が
問
題
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

今
後
の
課
題
と
し
て
出
さ
れ
た
の
は
、

一　

植
物
の
盗
採
、
採
取
防
止

二　

�

踏
み
荒
ら
し
、
立
入
禁
止
区
域
へ
の
侵
入

防
止

三　

ペ
ッ
ト
持
込
の
自
粛
推
進

四　

ゴ
ミ
の
不
法
投
棄
防
止

五　

�

野
生
獣
に
よ
る
高
山
植
物
の
食
害
防
止

で
し
た
。

　

審
議
の
中
で
は
、
十
年
前
の
違
反
件
数
か
ら

長野林政協議会総合委員会の様子

林業事業体育成協議会（岐阜県）の様子

総会の様子

平成21年度　違反内容

採取 2％
摘み取り 6％

踏み荒らし
29％

立入禁止区域
侵入
43％

ゴミ
投棄
8％

その他
12％

管
内
各
県
と
の
連
携
強
化
等
に

向
け
た
取
組
に
つ
い
て

第
四
十
九
回

高
山
植
物
等
保
護
対
策
協
議
会

総
会
を
開
催
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す
る
と
四
分
の
一
に
減
少
し
た
こ
と
の
成
果
の

確
認
や
、
ト
レ
イ
ル
ラ
ン
ニ
ン
グ
に
対
す
る
登

山
道
の
荒
廃
を
懸
念
す
る
意
見
及
び
、
保
護
思

想
の
高
揚
の
た
め
の
ポ
ス
タ
ー
を
も
っ
と
多
様

化
し
て
活
用
す
べ
き
と
の
意
見
が
出
さ
れ
ま
し

た
。

　

高
植
協
の
平
成
二
十
二
年
度
の
事
業
計
画

は
、

一　

高
山
植
物
等
の
保
護
思
想
の
高
揚

二　

�

高
山
帯
へ
の
ペ
ッ
ト
の
持
ち
込
み
自
粛
へ

の
指
導

三　

�

保
護
パ
ト
ロ
ー
ル
強
化
及
び
強
化
週
間
の

実
施

四　

野
生
獣
に
よ
る
植
物
の
食
害
対
策
の
実
施

等
を
目
標
に
、
あ
ら
ゆ
る
機
会
や
場
所
で
の
積

極
的
な
保
護
活
動
を
進
め
て
い
く
こ
と
が
承
認

さ
れ
ま
し
た
。

 

［
北
信
署
］
ギ
フ
チ
ョ
ウ
は
本
州
の
里
山
に
生

息
す
る
蝶
で
、
近
年
、
里
山
の
放
棄
、
開
発
な

ど
に
よ
り
個
体
数
の
減
少
が
著
し
く
な
っ
て
お

り
、
長
野
県
レ
ッ
ド
デ
ー
タ
ブ
ッ
ク
に
お
け
る

準
絶
滅
危
惧
種
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

本
年
六
月
十
五
日
、
当
署
が
平
成
二
十
一
年

度
に
間
伐
を
実
施
し
た
下
水
内
郡
栄
村
の
鳥
甲

山
国
有
林
に
お
い
て
、
ギ
フ
チ
ョ
ウ
の
卵
塊
、

幼
虫
を
発
見
し
ま
し
た
。
こ
れ
は
間
伐
実
施
前

は
ス
ギ
が
鬱
閉
し
て
い
た
こ
と
か
ら
生
息
地
と

し
て
不
向
き
で
あ
っ
た
も
の
が
、
間
伐
実
施
後

に
陽
光
が
林
床
に
届
く
よ
う
に
な
っ
た
こ
と

で
、
コ
シ
ノ
カ
ン
ア
オ
イ
の
生
育
数
が
増
加
し

た
こ
と
が
要
因
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

　

間
伐
が
森
林
吸
収
源
対
策
と
し
て
重
要
で
あ

る
こ
と
に
加
え
、
生
物
多
様
性
の
保
全
に
も
大

き
く
資
す
る
施
業
で
あ
る
こ
と
の
好
例
と
し
て

新
聞
社
へ
も
紹
介
し
、
記
事
と
し
て
取
り
上
げ

ら
れ
ま
し
た
。

 

［
東
信
森
林
管
理
署
］
五
月
二
十
六
日
、
東
京

都
千
代
田
区
に
お
い
て
第
五
十
五
回
森
林
技

術
コ
ン
テ
ス
ト
が
開
催
さ
れ
、
全
国
か
ら
選

出
さ
れ
た
十
組
に
よ
っ
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
技

術
研
究
の
取
組
み
や
成
果
が
発
表
さ
れ
ま
し

た
。
中
部
森
林
管
理
局
か
ら
は
、
東
信
森
林

管
理
署
の
安
田
さ
ん
と
（
現
）
北
信
森
林
管

理
署
の
山
口
さ
ん
の
二
名
が
参
加
し
て
、「
地

域
に
根
ざ
し
た
国
有
林
を
目
指
し
て
〜
台
風

被
害
跡
地
復
旧
へ
の
取
組
み
〜
」
に
つ
い
て

発
表
を
行
い
ま
し
た
。

　

発
表
後
、
審
査
員
か
ら
「
地
域
と
連
携
し

た
新
し
い
取
組
み
」
と
の
言
葉
を
い
た
だ
き
、

日
本
森
林
技
術
協
会
理
事
長
賞
を
受
賞
す
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

当
署
で
は
、
今
後
も
、
当
該
地
域
の
経
過

観
察
を
続
け
る
と
と
も
に
、
定
期
的
に
植
生

調
査
を
実
施
し
、
多
様
な
森
林
整
備
を
続
け

て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

 

［
南
信
署
］
平
成
二
十
二
年
六
月
三
日
か
ら
七

月
八
日
ま
で
の
間
、
富
士
見
町
の
西
岳
国
有
林

に
あ
る
「
多
摩
市
民
の
森
」（
遊
々
の
森
）
に

お
い
て
、
多
摩
市
の
小
学
六
年
生
（
五
小
学
校

延
べ
三
百
二
十
名
）
を
対
象
に
五
回
の
出
前
授

業
を
実
施
し
ま
し
た
。

　
「
多
摩
市
民
の
森
」
は
、
国
有
林
野
を
教
育

の
場
と
し
て
提
供
し
、
小
学
生
の
体
験
活
動
を

円
滑
に
実
行
す
る
こ
と
を
目
的
に
、
平
成
十
七

年
五
月
十
四
日
南
信
森
林
管
理
署
長
と
多
摩
市

長
と
で
協
定
を
締
結
し
、
同
国
有
林
に
（
約

十
九
㌶
）
設
定
し
た
も
の
で
す
。

　

設
定
以
来
、
森
林
教
育
の
場
と
し
て
活
用
さ

れ
、
今
年
度
で
六
年
目
と
な
り
ま
す
。

　

出
前
授
業
で
は
、
当
署
職
員
か
ら
森
林
の
働

き
、
森
林
を
育
て
る
仕
事
等
に
対
す
る
森
林
教

室
と
実
際
の
間
伐
作
業
の
体
験
を
主
に
実
施
し

左が安田さん・右が山口さん

多
摩
市
民
の
森
で
出
前
授
業
を
実
施

各
地
か
ら
の
た
よ
り

各
地
か
ら
の
た
よ
り

出前授業の様子
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ギフチョウの卵と
幼虫

間
伐
に
よ
る

ギ
フ
チ
ョ
ウ
の
生
息
環
境
の
改
善

間
伐
に
よ
る

ギ
フ
チ
ョ
ウ
の
生
息
環
境
の
改
善

「
森
林
技
術
コ
ン
テ
ス
ト
」
で

「
森
林
技
術
コ
ン
テ
ス
ト
」
で

日
本
森
林
技
術
協
会
理
事
長
賞
を
受
賞


